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事例6. 栃木県矢板市(1) 矢板市クーリングシェルター募集要項

●矢板市では、令和5年度から一部の公共施設や協力店舗を一時的な休憩施設(クーリングシェルター)として
指定

●開設期間:熱中症警戒情報の運用期間(4月下旬から10月下旬まで)に、栃木県内に熱中症特別警戒情報が
   発表された日

5．指定暑熱避難施設(クーリングシェルター)と涼み処

※令和5年度のヒアリングによる
▲協力いただいた店舗へ送付したポスター

矢板市ホームページ
令和5年6月23日 記者発表資料「クーリングシェルターの開設等について(熱中症対策)」
https://www.city.yaita.tochigi.jp/uploaded/attachment/17597.pdf

“クーリングシェルター指定施設の募集について”
https://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/seikatsukankyou/cooling-boshu.html

令和5年度の実績
日 時：令和5年7月1日(土)から令和5年10月25日(水)の期間中、

栃木県内に熱中症警戒アラートが発表された日
(該当施設の営業時間内)

場 所：市有施設：市生涯学習館
矢板市立図書館
泉公民館
片岡公民館

民間施設：ダイユー矢板店
ベイシア矢板店
ヨークベニマル矢板店
サンユー片岡店          

（※民間施設はいずれもスーパーマーケット）

環境部局

https://www.city.yaita.tochigi.jp/uploaded/attachment/17597.pdf
https://www.city.yaita.tochigi.jp/soshiki/seikatsukankyou/cooling-boshu.html
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事例6. 栃木県矢板市(2) 矢板市クーリングシェルター募集要項

■苦労した点･工夫した点
令和5年度のクーリングシェルターの開設については、令和5年度に入ってから開設

することを決定したため、完全にゼロ予算での取組となりました。
ゼロ予算、ゼロ構想からの出発で夏までに運用開始できるよう、如何に関係各所に

負担がかからない形で実施するかを検討し、「民間施設については、イートイン又は
フードコートが設置されているスーパーマーケット」と対象を絞り、該当する施設に
個別に依頼し、依頼した全施設からご協力をいただくことができました（市内で条件
を満たす施設は4施設でした）。
イートイン、フードコートはクーリングシェルターに必要な要素を備えているため、

施策開始までの時間短縮を目的として対象を限定しました。
スーパーマーケット側は、元々、涼みに来るだけのお客様も一定数いるため、開設

を依頼する際、クーリングシェルターに指定されることにあまり抵抗はないような印
象を受けました。

■他の都道府県、市町村へ向けてアピールしたいこと
手間と予算をかければ、その分優れた施策になると思いますが、既存の資源を活用

することで、関係各所、最小限の負担で、必要十分な効果を発揮することが可能だと
思います。

■ポスターについて
クーリングシェルターとしてご協力いただいた施設に別添(※前頁)のとおりのポス

ターを送付しました。
無償で協力していただいていることを踏まえ、少しでもスーパーマーケット側にメ

リットのある内容のポスターを作成したいと考え、矢板市の管理栄養士監修の下、夏
バテになりにくい食材とレシピを啓発する内容のポスターを作成しました（熱中症を
防ぐ栄養素はないとのことなので、夏の体力低下を防ぐというコンセプトです）。
クーリングシェルターを利用した方がポスターを見て、買い物をする契機となれば

という思いも込めています。

5．指定暑熱避難施設(クーリングシェルター)と涼み処

※令和5年度のヒアリングによる

環境部局
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